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～下水道地球を守るリサイクル～

第17回下水道フェスティバル
が開催されました！

　今年も坂下乗浄化センターにおいて弟１フ回下水道フェスティハルが開催されました。

　下水道の普及促進のため、下水道のしくみや役割を来場された方に理解していただく

ために開催していよす。

　当日は好天に恵まれ、約６００名の方々にご来謳いたださました。

　　　　浄化センター内見李

(掬国から裡察団もいらりしゃいました)

７｀

　　下水道相額コーナー

(下水道の役割を説明しました)

　坂下乗浄化センター内の

見学や顕微鏡を使っての微

生物観察。パネルや災害時

仮設トイレの実物等を胆示

し、下水道のしくみや役割

について楽しみなから理解

していただきよした。

　　　　　　　　　諭樋鏡を使っての微生物観察コーナー

C一徹鏡を使わなけれEｺﾞ昼ることができない微生物が水をきれいにL.てくれています）

-



ﾐ叫
　会場内には模擬店が並び、

メインステージ上では、ぱん

げぼんげ音楽アーティスト協

議会によるミニコンサートも

行われ、下水道フェスティハ

ルは大いに盛り上がりよした。

鋲計朧レターに⑤っ言よ
　９月ｌ９日、」||西地区|ご衡る陣か

姉城浄化センターの施・畏憚に貝明

地区の子倶たちと侃旛者の方一がい

らっしゃいました。

　マンホールのふたを閲lづて、処理

場に流れてくる汚れた水〔汚水〕や、

処理埴て幽れいにした水（処理水l

を里栄しました。
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まざは汚水処理槽の上で説明会。みんな真剣に話を聞いてくれました。
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処∃ILた水C珀聴水〕を屍てもらいまＬた。

汚れた水がきれいになっていて、みんな驚いていました。
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見学会の感想を絵日記にして

書いてもらいました。

　　　　水は限られた資源です。きれいな水環境を未来の子供達に残しましょう。

　　　　▼問い合わせ先　上下水道班ＴＥＬ８４－１５３１
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あ
い
づ
ぱ
ん
げ
　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
（
な
の
は
な
プ
ラ
ン
）
の
実
現
に
向
け
て

「
男
女
共
同
参
画
」
な
ん
て
難
し
い
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

今
回
は
、
職
場
と
地
域
社
会
、
二
つ
の
シ
ー
ン
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
か
自
分
ら
し
く
生
き
る
「
は
じ
め
の
一
歩
」
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
Ｉ
・

　
働
く
女
性
が
以
前
よ
り
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
か
、
町
内
企
業
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
「
女
性
の
管
理
職
」
は
2
5
％
で

あ
る
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
た
、
「
管
理
職
」
を
目
指
す
女
性
も

少
な
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
高

軟
化
社
会
に
向
け
、
労
働
人
□
の
確
保

が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

町内企業女性従業員及び管理職比率{町内13社}

づ
　　ﾛ％20％40％60％

□平吻女咆復参貧丿本□平ｉｋ性管理峰辻本

　
は
じ
め
の
一
歩

○
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ

　
イ
フ
ー
バ
ラ
ン
ス
）
に
つ
い
て
考
え

　
て
み
ま
し
ょ
う

　
「
仕
事
だ
け
」
の
生
活
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
７
「
家
庭
」
「
地
域
活
動
」

「
趣
味
」
な
と
「
生
活
」
を
大
事
に
し

ま
し
ょ
う
ー
「
仕
事
の
効
率
」
を
考
え

て
、
生
活
の
時
間
を
つ
く
り
、
や
り
が

い
や
充
実
感
の
あ
る
生
活
を
で
さ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
ー
』

○
育
児
・
介
護
休
暇
制
度
を
取
得
し
や

　
す
い
環
境
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う

　
育
児
や
介
護
休
暇
制
度
が
あ
っ
て
も

ま
だ
ま
だ
、
取
得
率
は
少
な
い
現
状
で

す
。
実
際
制
度
を
利
用
し
た
方
か
ら
は
、

「
今
後
の
仕
事
に
も
役
に
立
っ
た
」
と

の
意
見
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
性
別
に
関
わ
り
な
く
制
度
の
有
効
利

用
を
し
ま
し
ょ
う
Ｆ

　
利
用
の
推
進
に
は
、
職
場
内
の
協
力

も
必
要
で
す
。
育
児
や
介
護
は
社
会
令

体
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
取
得
し
や

す
い
環
境
つ
く
り
に
一
人
ひ
と
り
か
努

め
ま
し
ょ
う
。

○
労
働
関
係
法
令
を

　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う
Ｉ
・

　
行
者
状
況
の
厳
し
い
中
だ
か
ら
こ
そ
、

雇
用
機
会
均
等
法
な
ど
の
労
働
関
係
法

令
を
守
り
ま
し
ょ
う
ー
ま
た
、
農
業
経

営
者
が
家
族
経
営
協
定
を
締
結
す
る
と

同
様
に
、
自
営
業
も
労
働
の
適
正
一
Ｆ
価
、

権
利
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
Ｉ

□」　求だ、個人としても仕事以外の世界

が広がることで、新しい人間関係や、

ワーク･ライフ･バランスって？

仕泰のやりかいと|司時に、仕事1a外の生活でも　スキJレアップに繋がりまで。

　自分のワーク・ライフ・バランスに

ついて考えてみましぶう！

今覆右の仕事について、計il的・効率的にで

きる方法を一λてみまＬょう』

仕●£j外に勉域活・や趣味などの暗闇を持ち

まＬょう

社臓同士、感度する気持ちをもって取り組み

ましょう

　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ

充実感が両立できるうイフスタイJしです。かつて

は「仕事一念型」が多数でしたが、里右は仕事以

外の笥蜀も「やりたいこと、やらなけれぱならな

いこと」を抱えた人たちが増λています。

　企業にとコても現代のライフスタイJしの変化に

適応Ｌ、職場環境を改鶴するごとか震�であり、

そうした瑞浪か慢く人のやる覧や鮪カアップにも

繋がります。



　
伴
氏
ア
ン
ケ
ー
ト
て
は
、
「
社
会
通

念
、
慣
習
、
し
き
た
り
」
な
ど
で
「
男

性
の
方
。
か
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ

て
い
る
女
性
は
約
4
0
％
て
し
た
。

　
一
方
で
、
「
女
性
が
役
員
を
女
性
だ

か
ら
と
い
う
理
由
で
み
す
が
ら
断
る
」

と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
地
域
の
役
員
等
も
人
材
が

不
足
し
て
い
る
か
現
状
て
は
な
い
で
し
ふ

う
か
？
性
別
に
関
わ
ら
ず
地
域
社
会
に

貢
献
し
、
地
域
の
輪
を
つ
く
っ
て
い
ぎ

ま
し
ょ
う
Ｉ

女性が考える｢男女の鈴.位Γ以降ですかり社会通念･憤晋一しきたりなどでは．
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は
じ
め
Ｑ
一
俵

○
地
域
の
行
事
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

　
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
Ｉ
。

　
「
地
域
の
行
事
な
ん
て
め
ん
ど
う
く

さ
い
・
敷
居
が
痢
そ
う
」
な
ん
て
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
全
部
参
加
し
な
く
て

も
年
１
～
２
回
は
、
参
加
て
き
る
の
で

は
な
い
て
し
ょ
う
か
７
家
族
み
ん
な
で

参
加
し
た
り
、
普
段
参
加
し
な
い
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
参
加
し
た
り
す
れ

ば
、
新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ
、
地
域

の
輪
か
広
が
り
ま
す
ー
‘

○
多
く
の
方
が
参
加
し
や
す
い

　
「
雰
囲
気
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
Ｉ
・

　
「
ご
か
し
か
ら
決
っ
て
い
る
か
ら
：
」

「
去
年
と
一
緒
で
：
」
と
な
っ
て
し
ま

い
が
ち
な
地
域
活
動
。

　
役
員
の
方
は
大
変
で
す
が
、
性
別
や

年
齢
に
関
わ
ら
ず
地
域
の
方
の
「
新
し

い
考
え
」
に
耳
を
傾
け
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？

　
「
意
見
を
聞
い
て
も
ら
え
た
Ｉ
」
と

感
じ
た
方
は
さ
っ
と
積
極
的
に
地
域
づ

く
り
に
参
加
し
ま
す
！

○
年
齢
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
地
域
活
動

　
の
方
針
、
立
案
や
決
定
に
積
極
的
に

　
関
わ
り
ま
し
ょ
う
！

　
「
な
ん
と
か
役
員
を
：
」
と
声
を
か

け
ら
れ
た
ら
と
う
で
し
ょ
う
？
「
忙
し

い
か
ら
、
女
性
で
家
の
こ
と
が
：
」
な

ん
て
断
っ
て
い
ま
廿
ん
か
？

　
役
員
等
は
確
か
に
大
変
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な

る
こ
と
も
多
い
は
ず
！
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
‘

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
家
族
の
協
力
が
必

要
で
す
！
家
族
も
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
つ
も
り
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
Ｉ

？

　　　　　　男女共闘●‐プラン講演会の開催

ンの具現化に向|廿講演会を実施します。Ｖ日時１１月２１Ｓ（士）午後1鴫30分

▼場所中央公民尨大研修室

▼講師畠腹桂子さん

テーマは地域つくり！

　(桑折地〔i泌いて栗Ｌめる地域づくり僣l喪会会§〕

Ｖ講演内糎

　　地域における連携・脇働による男女共|司齢ii』の

　　・朗み

　娠｢翰冑の会｣との武雄です。

　　　　　講師には、桑折町で女性団体のリーダーとし

　　　　　てアンテナショップF御蔵」の運営にも携わっ

　　　　　た「畠腹桂子」さんです。

　　　　　地域づくりのヒントに、廿ひ多くの方の参加

　　　　　をお待ちして召ります。

　　　　　▼問い合わせ先

　　　　　　会津坂下男女共同参画推進会議事務局

　　　　　　（中央公民館内）ＴＥＬ８３－３０１０

皿F



行
健
小
学
校
内
・

みんなの想いが一本のタスキに‥･走れ､繋げ会津坂下町チーム！

ふくしま駅伝
　訥21回市町村刻抗福島県綻齢駅伝盤走大会が白河一合逓撒公園スタート、一座県庁

ゴー」しで開催されます。今年も51チームか●加し。で魅敬か纏り広げられます。

　チームのナンバーカードは昨年間機「93」です。

　７月から遠腫和巣鉛監僣のもと、中・高校生を中心に紬習を種み重ねてきました。

　最後まで諭めず粘り強く自分の走りをＬますので。皆さんの応援をよろしくお願いし

ます。

開
成
山
陸
上
競
技
場
内

ゼ
ア
ノ
ッ
ク

日
木
全
薬
工
業
絃
前

須
賀
川
市
役
所
内
・

扁
見
山
陵
上
履
陵
場
内

サ
ン
フ
レ
ア
ソ
ュ
白
河

　
　
大
沼
体
育
館
前

白
河
市
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

ﾉﾚ

’I‾5.4�

ブ

5.4km

匹

　良

ｌ　　蔭　　４　　つ　　　大レ　競１
呼　　場　　　　　役　　き　　　沼ｙ　技彰
　　　　内　　場　　公　　　休シ　場ｉ
　　　　　　　　　内　　園　　　育ユ　　遇
　　第　　　　　　　前　　　館白　　重
　　５　　第　　　　　　　前河　　１
　　区　　４　　第　　　　　　　環

　　　　　　区　　３　１　第　　　　　　　　　　　区　１　２　１　第
　　　　　　　　　　　　　Ｉ　区　１　１
　　　　　　　　　　　　　１　　　１　区

　6.4km　7.3km　5.8km　l　　8.2km　　l 4.0km

１ ｜
享 ?i 季 ?l ?I 享

り
マ

9

田中雄太

(斬町)

湯浅蓮　田中啓太　伊藤重幸
(茶屋町)

津農林高

　１年

(新町)

〈
リ
ニ

　（新栄町）（新町）

　国立磐梯会津農林乖
青少年交流の家　３年

(八日沢)

坂下一中３年坂下二中３年福島大学４年会津農林高校福島大学４年国立磐梯会津農林高校坂下二中１年

高原千明

(八日沢)

佐一一　富田篤

　（・弁り　（腫方） (中政所) (新盤)

ｎ

戸内岳志

　(塔寺)

控
え
選
手

坂下二中３年坂下二中２年坂下二中３年会津工業高校葵高校３年会津高校３年

　　　　　　　　　　　　　　　　　２年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会当日､選手の変更もあります。

スタート

｀－㎜



コーjい

福
島
県
庁

福
島
大
学
入
口

松
陵
中
学
校
前

二
本
松
市
安
達
支
所
内

　　第21回ふくしま駅伝

　　自河４椙ｅ １６区層ｇ８．２�

１１月１５Ｅﾖ（Eﾖ）午前7麹40分スタート

昨年の成綸タイム５：２ｎ‘ ２４’

顧問

　・ 1･聳
，

佐藤四郎
(本町)

１

　町の部

ｺｰ千

り

佐藤秀一

　(長井)

第2位

　
　
　
　
　
　
司
゛
゛

チ
　
　
”
－
啓
町

ｙ
旧

、
≒

平
和
・
記
念
郡
山

こ
ど
も
の
も
り
公
園
入
口

:
C
/
U

　　□　　１勺ドベ

　16　1　第
　区　1　15
　4

1

　84

二
言

44

迄

5.7km

71 匹一

Vrヽ

　　　ｙ

｀　　　入
づﾌﾞづ－

~
　゛　　農

　9.2�　　3.0km

季 万年 ｦl 季 享 享 季 手
゛’nﾌﾟ･9゛

y ･‘　　）.■1，

永山義信　仙波麻理　石山弘翔　武田勝
（袋原）（新栄町）（新栄町）（御池田出身）
会津坂下町坂下一中2年坂下高校2年郡山自衛隊
　役場

り

加藤秀法

　(青津)
㈱コメリ

遠藤浩子
(新開津)
柳津小教員

ｎ
ソ
　田代直希　中丸栞
（上町出身）（鉄砲町）
郡山自衛隊坂下二中２年

　　　　　ふくしま駅伝を応援に行こう！

　　大会当日は選手を応援するために、応援バスを運行します。

選手が力走する姿を、『ふくしま駅伝』の迫力を肌で感じてみま廿んか？

○日　時：平盛21年11月１５ｎ(臼1

　　　　　午前5明笛Q･I出)発

○謳ａ場所：会漏坂下中央・坂下公昼餉前駐坦坦

○応援箇所：白月(スタート)一郡LI

　　　　　一福趣〔ゴール〕iS・湧程度予定

○定　昌：２５名C先着.|・

○綸切日：平威21年11月１３臼(金)まで

○白Ｌ込み一間い合わ廿先

　NPO法人スポーツクラフパンピィ

　ＴＥＬ８９－２３０１(ﾖ11S体舜館内)

-


